
令和７年度３次元データを用いた施工管理検討業務

・計画準備
・導入促進が見込まれる技術の検討整理
・省人化効果等のヒアリング調査
・デジタル技術活用のための施工計画書案作成
・導入促進に向けた課題検証
・活用事例集及び活用手引き案の作成
・報告書作成

支出負担行為担当官
中国地方整備局長
杉中　洋一
広島市中区上八丁堀６－３０

令和　７年　７月　７日

（一社）日本建設機械施工協会

東京都港区芝公園３－５－８　機械振興会館内

２８，９３０，０００円（税込み）

２８，９３０，０００円（税込み）

別紙「契約理由書」のとおり

広島県広島市中区上八丁堀６－３０

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　７年　７月　８日

履 行 期 間 (至) 令和　７年１２月２６日

入札情報サービス（ＰＰＩ）
（https://www.i-ppi.jp/Search/Web/Gyomu/Keika/Search.aspx）
にアクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索することにより、契約
過程に関する情報を閲覧可能である。

業 種 区 分

随意契約によることとした理由

備 考

予 定 価 格

業 務 概 要

業 務 場 所

業 務 の 名 称

契約担当官等の氏名並びにその
所属する部局の名称及び所在地

契 約 業 者 の 住 所

契 約 業 者 名

随意契約結果及び契約の内容

契 約 年 月 日

契 約 金 額



契約業者名： 一般社団法人日本建設機械施工協会

業務の名称： 令和７年度３次元データを用いた施工管理検討業務

契約理由：

契約理由書
(プロポーザル方式)

　本業務は、３次元データ及びデジタル技術の活用による建設現場の省人化や作業効率向

上の効果を検証し、ＩＣＴ施工の更なる普及展開を目的とした活用事例集及び活用手引き

案の作成を行うものである。

　業者の選定にあたっては、簡易公募型プロポーザル方式を採用し、配置予定技術者の経

験及び能力、実施方針・実施フロー・工程計画・その他、評価テーマに関する技術提案に

ついて総合的に評価を行った結果、求める業務内容に合致し、最も優れた提案を行ってい

ることから、会計法第２９条の３第４項、予算決算及び会計令第１０２条の４第３号によ

り、上記業者と契約を行うものである。


